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本の企業会計基準委員会（Accounting Standards Board of Japan: ASBJ）で
も統合へ向けたプロジェクトが進展している。特に研究開発費会計について





















会（International Accounting Standards Board: IASB）の前身の IASC により
研究開発費会計基準の国際的統合が試みられた。すなわち，国際会計基準






られることはなかった2）。その後，G4 ＋ 1 での協議を通じて国際的統合の
試みが行われたが失敗に帰しており（Street=Shaughnessy［1998］，p.203），
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なわち，ASBJ は研究開発費会計基準に関しては日米の会計基準が同じとみ
ていることから3），会計基準統合の交渉相手を IASB として，IASB と ASBJ
の 2007 年 8 月 8 日の「会計基準のコンバージェンスの加速化に向けた取組
みへの合意（いわゆる東京合意）」後，IASB と米国の財務会計基準審議会
（Financial Accounting Standards Board: FASB）の統合プロジェクトの動向
を踏まえたうえで，研究開発費会計は 2008 年内に統合へ向けた最終結論を
公表する計画を策定し4），2007 年 12 月 27 日に「研究開発費に関する論点の
整理」を公表した。これに対して寄せられたコメントを参考として，2008
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［論点 3 － 3］自己創設による取得






















［論点 3 － 3］自己創設による取得
＜論点 3 － 3 － 1> 社内研究開発費の取扱い
（質問 5）これまで費用処理することが求められてきた社内開発費も，無形












































国の会計基準や米国会計基準における FASB-ASC の Topic730「研究開発費」
（当初，SFAS 第 2 号「研究開発費」として公表）では，研究費と同様に一
























IAS 第 38 号においては，主に経済的便益をもたらす蓋然性の要件を判断










































































1984 年に FASB が公表した概念フレームワーク第 5 号（Statement of 
Financial Accounting Concepts No.5）「営利企業の財務諸表における認識
と 測 定（Recognition and Measurement in Financial Statements of Business 
Enterprises）」では次の①～⑤の測定属性を指摘している（FASB［1984］，
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いることが明らかとなった。このように少なからず研究課題が残されている
ことから，今後の IASB と FASB の統合状況の進展をみながら研究を深化さ
せたい。
付記





2）　IAS 公開草案第 32 号に対しては，コメント提出者の大半（majority）が，代替
的許容処理という選択肢の維持または提案された優先的処理を支持しなかった
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